
 

  
 
  

  「山・里・街」それぞれのポテンシャルを融合させ、地域の脱炭素化で地域経済と地域社会を統合的に発展

『飯田版』地域循環共生圏イメージ図（脱炭素社会が未来の飯田を牽引する）

｢多様な主体が協働｣(参画する・つながる)してエネルギーを｢つくり｣(創エネ)、｢賢くつかう｣(省エネ・蓄エネ・域産域消)を起爆剤に
いいだ未来デザイン2028が目指す、人と自然が共生し、持続的で力強く、地区の個性と市民一人ひとりが輝き、人と人がつながり安心安全に暮らせる「まち」を実現

産業イノベーション産業イノベーション

地域新電力

土地利用と整合した
エネルギー利活用

土地利用と整合した
エネルギー利活用

飯田市と関係のある
圏域との共生・対流

人と環境にやさしい
次世代交通社会の形成
人と環境にやさしい

次世代交通社会の形成

Ｉ ｏＴＩ ｏＴ ＢＩＧ
ＤＡＴＡ

ＢＩＧ
ＤＡＴＡ

ＡＩ

カーボン
プライシング

税制の
グリーン化

RE100
工場・事務所

低炭素街区の構築

創エネ・省エネ・畜エネ
エネマネ(域産域消)

自然エネルギーを活用した
新たなコミュニティビジネス

［地域環境権条例］
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STEP１ 南信州地域

STEP３ スーパーメガリージョン
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飯田版地域循環共生圏構想のイメージ

南信州版地域循環共生圏への発展

大都市圏との
相互補完・知の集積・発信

中部圏中核としての相互発展

～環境・エネルギーを起点とする地域の経済と社会を統合的に発展させる高付加価値都市圏の実現～

リニア時代における環境モデル都市・飯田が目指す姿リニア時代における環境モデル都市・飯田が目指す姿

森林整備による
多面的な活用

持続可能なライフスタイルと
消費への転換

農産物の品種改良・
生産技術革新

社会基盤の強靭化

健康被害の抑制

生活集落圏の維持

飯田版ZEB/ZEHの普及

エネルギー支出の
流出抑制による地域経済循環

S-BIRDを活用した
新たな研究開発

エコなライフ＆ワーク
スタイルのモデル空間創出

※2019 年度　｢21’ いいだ環境プラン第５次改訂版｣及び｢第３次飯田市環境モデル都市行動計画｣策定に向けたエネルギー実態調査

生態系を活用した防災・減災

生物多様性の保全・回復
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地域環境権条例

地域人教育による環境人材育成地域人教育

STEP２ 中部圏域
(三遠南信地域・中部環境先進５市)

リニア時代にふさわしい
環境価値の創造・発信

水環境の保全と流域社会の持続可能な発展

グリーンツーリズムグリーンツーリズム

地域新電力

地域循環共生圏

21ʼいいだ環境プランいいだ未来デザイン2028

スマートライフ

スマート経済

スマートモビリティ

スマートガバナンス

スマート教育

スマートエネルギー

飯田市作成　ver7

EVバス

カーシェアリング事業者間連携による
新たな地域交通システム

グリーンスローモビリティ

この「飯田版地域循環共生圏」の曼陀羅図は、飯田市における地域循環共生圏のイメージです。飯田版地域循環共生圏は、市民・事業者・地域など、多様な主体
の意見を取り入れてバージョンアップしていくものです。
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